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研究成果の概要（和文）：巣状分節性糸球体硬化症(FSGS)の腎移植後再発を予測する因子は確立していない。本
研究では、国内の7施設で腎移植を施行された1歳から25歳までに発症したFSGS患者のうち、二次性FSGS、家族性
または腎外症候を有するFSGS、遺伝性FSGSを除外した36名を対象として、移植後再発のリスク因子を検討した。
その結果、初回ステロイド治療またはその後の免疫抑制治療、リツキシマブ、血漿交換、LDL吸着に対する治療
反応性がFSGSの腎移植後再発の予測因子となりうることが示された。

研究成果の概要（英文）：Risk factors for posttransplant recurrence of focal segmental 
glomerulosclerosis (FSGS) have not been established. We examined risk factors for posttransplant 
recurrence in 36 FSGS patients aged 1-25 years at FSGS onset from seven institutions in Japan, 
excluding those with secondary FSGS, familial/syndromic FSGS, and genetic FSGS. Our study suggested 
that treatment responses to initial steroid therapy and/or additional therapies such as 
immunosuppressive agents, rituximab, plasmapheresis, and/or LDL apheresis may predict posttransplant
 recurrence of FSGS.

研究分野： 小児腎臓病学

キーワード： 巣状分節性糸球体硬化症　腎移植　ネフローゼ症候群　遺伝子解析

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
FSGSはステロイド抵抗性・難治性ネフローゼ症候群を呈しながら末期腎不全に進行し、さらに、腎移植後、高率
に再発して移植腎機能廃絶に至る希少難病である。小児では末期腎不全の原因疾患として2番目に多く、また移
植腎の生着を妨げる重大な要因であるため、FSGSの腎移植後再発は国際的な最重要課題である。しかしながら、
腎移植前のFSGSの再発予測法は確立していない。本研究では、詳細な臨床病理学的検討と網羅的な遺伝子解析を
加えた検討で、発症後のステロイド、免疫抑制薬、リツキシマブ、血漿交換、LDL吸着への治療反応性が腎移植
後再発を予測するうえで有用な情報となりうることが示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

巣状分節性糸球体硬化症（focal segmental glomerulosclerosis: FSGS）は、ステロイド抵抗性・

難治性ネフローゼ症候群を呈しながら末期腎不全に進行し、さらに、腎移植後、高率に再発して

移植腎機能廃絶に至る希少難病である。本症では、成人でも予後不良な難治性腎疾患であるが、

とくに小児では、本邦・欧米において末期腎不全の原因疾患として 2 番目に多く[1]、また移植

腎の生着を妨げる重大な要因であるため、FSGS の腎移植後再発は、国際的な最重要課題である

[2]。現在、その病因と病態は不明な点が多く、腎移植前に再発を正確に予測することは困難で

ある。 

FSGS の腎移植後再発の病因として、腎糸球体濾過障壁を障害する何らかの因子が患者の血

液中に存在することが想定されており、circulating factors (CFs)と呼ばれている[3]。一方、遺

伝性 FSGS や、ネフロン数の減少による代償性の糸球体過剰濾過、ウイルス感染、薬剤による

二次性 FSGS では腎移植後再発がほとんどないことが知られている[4,5]。 

再発リスク因子として、発症年齢（12 歳以上は再発が多い、一方、6 歳以下は再発が少ない）、

人種（白人は黒人より再発が多い）、発症から末期腎不全までの期間（3 年未満の急速進行例は

再発が多い）、病理像（メサンギウム細胞増殖を認める例では再発が多い）など、さまざまな因

子が報告されているが、その結果は一貫性がなく、国際的なコンセンサスは得られていない[2]。

その一因として、遺伝子解析が検討されておらず、上記の病因分類が適切になされておらず、

heterogeneous な集団での研究が多いことが考えられる。したがって、網羅的な遺伝子解析と臨

床病理学的情報に基づいて適切な病因分類がされた集団において、CFs によると考えられる

FSGS 症例における再発リスク因子を解析することが必要である。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、詳細な臨床病理学的データと次世代シーケンサーによる網羅的遺伝子解析を

用いて多数例の FSGS を解析し、腎移植後再発予測法を確立することである。 

 

３．研究の方法 

国内の7施設で2002年から2018年に腎移植を施行された1歳から25歳までに発症したFSGS患者

63名を対象とした。二次移植例は除外した。また、FSGSの病因分類を行い、二次性FSGS

（低形成腎、肥満、高血圧性など）例、家族性または腎外症候を有するFSGS例、エクソーム

解析等で遺伝性FSGSと診断された例を除外した。また、発症時にステロイドを使用されなか

った例も除外した。再発例と非再発例を比較し、Mann-Whitney U検定とFisherの正確検定を

用いて統計解析を行った。 

 

４．研究成果 

（１）再発例と非再発例の比較 

36 例が解析対象となった。22 例（61％）が再発した。再発群と非再発群で、性別、発症年齢、

初回腎生検診断、初回ステロイド治療に対する反応性、透析期間、移植時年齢、ドナーの種類（生

体腎か献腎か）、両側固有腎摘出の有無、リツキシマブまたは血漿交換による術前処置の有無に

有意差はなかった。初回ステロイド治療またはその後の治療（免疫抑制薬、リツキシマブ、血漿

交換、LDL 吸着）で完全寛解または部分寛解に至った症例は再発群 19/22 例(86%)、非再発群



6/14 例(43%)で、再発群で有意に多かった（p=0.01）。 

 

（２）遺伝子解析で変異のなかった集団における再発例と非再発例の比較 

上記解析では、遺伝子解析を施行していない 21 例を含んでおり、遺伝子解析を施行した 15 例

のみでの検討を行った。この 15 例は全例次世代シーケンサーを用いた遺伝子解析で FSGS に関

連した 53 遺伝子に病的変異を認めなかった。15 例中 9 例（60%）が再発した。36 例での解析

と同様、初回ステロイド治療またはその後の治療（免疫抑制薬、リツキシマブ、血漿交換、LDL

吸着）で完全寛解または部分寛解に至った症例の割合は再発群 9/9 例(100%)、非再発群 3/6 例

(50%)と、再発群で有意に多かった（p=0.04）。 

 

（３）考察 

本研究では、二次性 FSGS と遺伝性 FSGS を除外した移植後 FSGS 患者を対象として、再発リ

スク因子を検討した。近年、初回ステロイド治療への反応性と移植後再発との関連性も指摘され

ており[6,7]、初回ステロイド治療やその後の追加治療への反応性も含めた検討を行った。その結

果、既報で指摘されている発症年齢、発症から末期腎不全までの期間、初回腎生検の病理像、移

植時年齢、ドナーの種類、両側固有腎摘出の有無などは再発群と非再発群で有意差はなく、初回

ステロイド治療またはその後の治療（免疫抑制薬、リツキシマブ、血漿交換、LDL 吸着）で完

全寛解または部分寛解に至った例が再発群で有意に多かった。したがって、これらの治療への反

応性が FSGS の移植後再発の予測因子となりうることが示唆された。症例数が少なく多変量解

析は施行できていないため、今後、より多数の症例で検証する必要がある。 
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
急激に進行するネフローゼ症候群に対するアルブミン療法は行うべきか

腎と透析 632-634

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
三浦健一郎、服部元史 89(4増大号)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
腎移植と酸化ストレス

臨牀透析 1513-1519

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
芦田明、服部元史 36

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
先天性腎尿路異常発症の理解のために―新規原因遺伝子CBWD1の発見

医学の歩み 902-903

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
神田祥一郎、服部元史 275

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
小児領域における透析・腹膜灌流―腹膜透析関連感染症を中心に―

小児外科 1001-1005

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
石和翔、三浦健一郎、服部元史 52

 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
新生児・乳児の透析

腎と透析 659-665

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
三浦健一郎、服部元史 88

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
移植腎生検の病理

診断病理 179-189

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
小池淳樹、服部元史 37

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
小児腎移植患者における怠薬と拒絶

日本臨床腎移植学会雑誌 52-56

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
三浦健一郎、白鳥孝俊、石塚喜世伸、服部元史 8

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
巣状分節性糸球体硬化症

日本アフェレシス学会雑誌 132-138

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
三浦健一郎、金子直人、服部元史 39

 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1111/iju.14207

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Pediatric congenital hydronephrosis (ureteropelvic junction obstruction): Medical management
guide

International Journal of Urology 369～376

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Kohno Miyuki、Ogawa Tetsushi、Kojima Yoshiyuki、Sakoda Akiko、Johnin Kazuyoshi、Sugita
Yoshifumi、Nakane Akihiro、Noguchi Mitsuru、Moriya Kimihiko、Hattori Motoshi、Hayashi Yutaro、
Kubota Masayuki

27

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
透析の開始と継続に関する意思決定プロセスについての提言

日本透析医学会雑誌 173-217

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
透析の開始と継続に関する意思決定プロセスについての提言作成委員会 53

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
小児腎臓病患者の運動・スポーツ

腎と透析 485-488

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
三浦健一郎、服部元史 88

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
先天性腎尿路異常の新規原因遺伝子の探索

日本透析医会雑誌 189-193

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
神田祥一郎、大村谷昌樹、赤川浩之、堀田茂、吉田賢弘、金子直人、菅原典子、石塚喜世伸、三浦健一
郎、張田豊、山本俊至、岡明、荒木喜美、古川徹、服部元史

35
 １．著者名



2020年

2020年

2019年

2019年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1016/j.ekir.2019.05.1157

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
In Vivo Expression of NUP93 and Its Alteration by NUP93 Mutations Causing Focal Segmental
Glomerulosclerosis

Kidney International Reports 1312～1322

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Hashimoto Taeko、Harita Yutaka、Takizawa Keiichi、Urae Seiya、Ishizuka Kiyonobu、Miura
Kenichiro、Horita Shigeru、Ogino Daisuke、Tamiya Gen、Ishida Hideki、Mitsui Tetsuo、Hayasaka
Kiyoshi、Hattori Motoshi

4

10.1111/tid.13040

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Clinical characteristics of Campylobacter enteritis after pediatric renal transplantation: A
retrospective analysis from single center

Transplant Infectious Disease e13040～e13040

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Ban Hideki、Miura Kenichiro、Ishizuka Kiyonobu、Kaneko Naoto、Taniguchi Yohei、Nagasawa
Takeshi、Shirai Yoko、Yabuuchi Tomoo、Takagi Yoko、Goto Aeko、Hattori Motoshi

21
 １．著者名

10.1111/ped.14086

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Validation of the Japanese Transition Readiness Assessment Questionnaire

Pediatrics International 221～228

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Sato Yuki、Ochiai Ryota、Ishizaki Yuko、Nishida Toshihiko、Miura Kenichiro、Taki Atsuko、Tani
Yumi、Naito Mariko、Takahashi Yoshimitsu、Yaguchi‐Saito Akiko、Hattori Motoshi、Nakayama Takeo

62

10.1111/ped.14187

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A case to use “salt‐losing tubulopathy” instead of “Bartter/Gitelman syndrome”

Pediatrics International 427～427

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Miura Kenichiro、Hattori Motoshi 62

 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2019年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
乏尿

小児科 617-623

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
服部元史 60

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
小児期発症難治性腎疾患の移行期医療の現状

腎臓内科・泌尿器科 471-476

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
服部元史 9

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
小児 ABO 不適合生体腎移植の成績

日本小児腎不全学会雑誌 50-58

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
服部元史 39

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
本邦小児腎移植の移植成績と課題

日本小児腎不全学会雑誌 43-49

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
服部元史 39

 １．著者名



2019年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1097/TP.0000000000002041.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Clinical and Pathological Features of Plasma Cell-Rich Acute Rejection After Kidney
Transplantation.

Transplantation 853-859

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Hasegawa Jumpei, Honda Kazuh, Omoto Kazuya, Wakai Sachiko, Shirakawa Hiroki, Okumi Masayoshi,
Ishida Hideki, Fuchinoue Shohei, Hattori Motoshi, Tanabe Kazunari

102
 １．著者名

10.1007/s10157-018-1589-8.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A consensus statement on health-care transition of patients with childhood-onset chronic kidney
diseases: providing adequate medical care in adolescence and young adulthood.

Clinical and Experimental Nephrology 743-751

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Kubota W, Honda M, Okada H, Hattori M, Iwano M, Akioka Y, Ashida A, Kawasaki Y, Kiyomoto H,
Sako M, Terada Y, Hirano D, Fujieda M, Fujimoto S, Masaki T, Ito S, Uemura O, Komatsu Y, Gotoh
Y, Nishi S, Maru M, Narita I, Maruyama S

22

10.1097/TP.0000000000002259.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Outcomes of pediatric ABO-incompatible living kidney transplantations from 2002 to 2015: An
analysis of the Japanese Kidney Transplant Registry.

Transplantation 1934-1942

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Hattori Motoshi, Mieno Makiko, Shishido Seiichiro, Aikawa Atsushi, Hidetaka Ohshima, Shinichi
Takahashi, Kota Hasegawa Akira, on behalf of the Japan Society for Transplantation and Japanese
Society for Clinical Renal Transplantation

102

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
小児腎移植後サイトメガロウイルス日和見感染の臨床的特徴と移植腎機能に及ぼす影響

日本小児科学会誌 727-733

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
伴英樹、三浦健一郎、石塚喜世伸、飯田貴也、谷口洋平、長澤武、白井陽子、金子直人、薮内智朗、髙木
陽子、服部元史

123
 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
慢性腎不全のあゆみ

小児内科 1138-1140

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
服部元史 50

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
小児における保存期からの腎代替療法選択

臨牀透析 43-49

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
服部元史 34

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
小児腎移植の成績と課題

腎と透析 486-492

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
服部元史 85

 １．著者名

10.1186/s12882-018-0874-9

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Predominant but silent C1q deposits in mesangium on transplanted kidneys - long-term
observational study

BMC Nephrology 82

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Kanai Takahiro, Akioka Yuko, Miura Kenichiro, Hisano Masatak, Koike Junki, Yamaguchi Yutaka,
Hattori Motoshi

19
 １．著者名



2018年

2018年

〔学会発表〕　計32件（うち招待講演　15件／うち国際学会　7件）

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第41回日本アフェレシス学会学術大会

第63回日本腎臓学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

服部元史、三浦健一郎、神田祥一郎

服部元史

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

小児領域の血管炎

腎臓病の克服を目指して：小児腎臓専門医の立場から

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
FSGSの再発リスク評価と治療

腎と透析 573-577

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
三浦健一郎、服部元史 85

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
小児腎疾患に対するアフェレシス療法

日本アフェレシス学会誌 49-56

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
服部元史 37

 １．著者名



2020年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第27回熊本小児先進医療研究会（招待講演）

第18回羊纜会総会講演会（招待講演）

第62回日本腎臓学会学術総会（招待講演）

SRC JSN-Viet Duc 2019（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

服部元史

Hattori Motoshi

Hattori Motoshi

服部元史

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Renal care and transition from pediatrics with CKD to adult kidney services: focusing on Dialysis snd Transplantation
patients.

わが国における小児腎移植の歩みと現況

 １．発表者名

小児腎臓病診療の実際

ABO-incompatible living kidney transplantations in children



2019年

2019年

2019年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第52回日本臨床腎移植学会（招待講演）
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